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日本医専 学則 
 

   第１章 総則 

 

（目 的） 

第１条 本校は、学校教育法及び「柔道整復師学校養成施設指定規則」並びに「あん摩マ

ッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則」に基づき、「柔道

整復師」及び「はり師、きゅう師」を養成し、併せて「柔道整復師」及び「はり師、き

ゅう師」の技術の向上をはかり、国民の保健・医療、並びに社会福祉に貢献することを

目的とする。 

 

（名 称） 

第２条 本校は日本医専という。 

 

（位 置） 

第３条 本校の位置を東京都新宿区高田馬場１丁目１８番１８号に置く。 

 

（自己点検・評価） 

第４条 本校は、その教育の一層の充実を図り、本校の目的及び社会的使命を達成するた

め、本校における教育活動等の状況について自ら点検及び評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価の実施に関し、必要な事項は別に定める。 

 

第２章 教育課程、学科、修業年限、定員並びに休業日 

 

（課程・学科・修業年限・定員） 

第５条 本校の課程、学科及び修業年限並びに定員は次の通りとする。 

 

課程名 学科名 昼夜 修業年限 入学定員 総定員 学級数 

医療専門課程 

柔道整復学科 
昼 ３年 ６０名 １８０名 ６学級 

夜 ３年 ６０名 １８０名 ６学級 

鍼灸学科 
昼 ３年 ９０名 ２７０名 ９学級 

夜 ３年 ９０名 ２７０名 ９学級 

合  計 ３００名 ９００名 ３０学級 

 

（学年の始終期） 

第６条 本校の学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

（休業日） 

第７条 本校の休業日は次の通りとする。 



（１）日曜日 

（２）国民の祝日に関する法律で規定する休日 

 （３）夏季休業     

 （４）冬季休業    

 （５）春季休業     

 （６）開校記念日  １０月 １日 

２ 教育上必要があり、かつ、やむを得ない事情があるときは、前項にかかわらず、休日

に授業を行うことがある。 

３ 非常変災その他急迫の事情があるときは、臨時に授業を行わないことがある。 

 

第３章 教育課程、授業時間数及び教職員組織 

 

（教育課程・授業時間） 

第８条 本校の教育課程及び単位数は、別表の通りとする。 

２ 前項の教育課程および単位数の内、オンデマンド型授業の対象科目は別表（オンデマ

ンド型授業）の通りとする。 

 

（単位数の授業時数への換算） 

第９条 本校の専門課程の授業科目を単位数に換算する場合においては、講義および演習

については１５時間から３０時間をもって１単位、実習および実技については３０時間

から４５時間をもって１単位、臨床実習については４５時間をもって１単位とする。 

２ オンデマンド型授業の単位数の時間時数への換算については、前項の規定の通りとす

る。 

 

（他の専修学校・大学等における授業科目の履修） 

第１０条 学校教育法に基づく大学、短大、専修学校専門課程において履修した授業科目

で修得した単位については、本校の課程の修了に必要な総授業時数の２分の１を超えな

い範囲で、本校における授業科目の履修により修得した単位とみなし、単位を与えるこ

とができる。 

２ 前項の規定による単位の認定は、教務委員会の議を経て、校長が決定する。 

 

（始業及び終業の時刻） 

第１１条 本校の始業及び終業の時刻は、次の通りとする。 

 昼間部   午前９時３０分から午後４時４０分まで 

 夜間部   午後６時２０分から午後９時３０分まで 

 

 

（教職員組織） 

第１２条 本校に次の教職員を置く。 

（１）校長          １名 



（２）教員（専任）    

柔道整復学科   ９名以上 

鍼灸学科    １２名以上 

（３）事務職員      ３名以上 

 

   第４章 入学、休学、退学、及び卒業 

 

（入学資格） 

第１３条 本校の入学資格は、次のとおりとする。 

１ 高等学校若しくはこれに準ずる学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

２ 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれ

に相当する学校教育を修了した者を含む。） 

３ 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文

部科学大臣の指定したもの 

４ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設の当該課程を修了した者 

５ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定め

る日以後に修了した者 

６ 文部科学大臣の指定した者 

７ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規

程による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

８ 学校教育法第 90 条第２項の規定により大学に入学したものであって、高等学校卒業

程度認定審査規則（令和４年文部科学省令第 18 号）による高等学校卒業程度認定審査

に合格した者 

９ 学校教育法第 90 条第２項の規定により大学に入学したものであって、専修学校にお

ける教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

10 個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で、18 歳に達したもの 

 

（入学時期） 

第１４条 本校の入学時期は、毎年４月初めとする。 

 

（入学手続・許可） 

第１５条 本校に入学しようとする者は、本校の定める入学願書、その他の書類に必要事

項を記載し第２４条に定める入学検定料を添えて指定期日までに出願しなければなら

ない。 

２ 前項の手続を終了した者に対して入学試験を行い、入学者を決定する。 

３ 入学試験の種類は、総合型選抜／高校推薦型選抜／同窓生推薦型選抜／一般選抜／留

学生選抜／外国人選抜とする。 



４ 本校に入学を許可された者は、入学許可の日から１４日以内に第２４条に定める入学

金、授業料、施設実習費等を添えて手続をとらなければならない。但し、事情がある場

合は、所定の手続をしたうえで、分納を許可することがある。 

 

（休学、復学） 

第１６条 学生が疾病その他やむを得ない事由によって、休学する場合は、その事由を記

載した書類及び診断書を提出し、校長の許可を受けなければならない。 

２ 前項の者が復学しようとする場合は、その事由を記載した書類及び診断書を提出し、

校長の許可を受けなければならない。 

 

（自主退学） 

第１７条 退学しようとする者は、その事由を記載した書類を提出し、校長の許可を受け

なければならない。 

２ 退学申請時に納付しておくべき納付金を滞納している場合は、退学を許可しないこと

がある。 

（修了の認定） 

第１８条 校長は、教育課程の定めるところにより、各学年で修了すべき学科目について

試験を行い、合格者に対して当該科目の修了を認定する。但し、実習については、実習

の成績によって修了を認定することができる。 

２ 修了の認定には、各科目の総授業時間の３分の２以上の出席を要する。 

３ 成績評価は目標の達成度を評定し、さらに学習態度及び就学状況を重視する。９０点

以上をＡＡ、８０点以上８９点までをＡ、７０点以上７９点までをＢ、６０点以上６９

点までをＣとする、５９点以下はＤとして不合格とする。 

 

（卒業） 

第１９条 本校所定の全課程を修了した者には、卒業証書を授与する。 

 

（称号の付与） 

第２０条 前条に規定するところにより、本校所定の課程を修了した者は、専門士（医療

専門課程）と称することができる。 

 

（除籍） 

第２１条 次の各号何れかに該当する者は除籍とすることができる。 

（１）所定の期日までに学費を納入しない者。 

（２）休学期間が通算で修業年限を超える者。 

（３）本学において就学する意志がないと認められる者。 

（４）休学及び留年の期間が通算で修業年限を超える者。 

（５）死亡または行方不明の者。 

 

第５章 賞罰 



 

（褒賞） 

第２２条 成績優秀にして、他の模範となる者には、褒賞することがある。 

 

（懲戒） 

第２３条 学生がこの学則その他本校の定める諸規定を守らず、学生としての本分にもと

る行為があったときは、懲戒処分を行うことがある。 

２ 懲戒は、訓告、停学、退学または除籍とする。 

３ 懲戒処分は、次のいずれかに該当する学生に対して行うものとする。 

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者。 

（２）正当な理由がなくて出席が常でない者。 

（３）学校の秩序を乱した者、その他学生としての本分に反した者。 

 

 

 

第６章 入学金、授業料、その他 

 

（納付金） 

第２４条 本校の入学金、授業料等は次の通りとする。 

（１）柔道整復学科 昼間部 

入学検定料       ２０，０００円 

入学金        ２００，０００円 

授業料（年額）  １，２５０，０００円 

設備費（年額）    １００，０００円 

実習費（年額）     ５０，０００円 

システム利用費（年額）１５０，０００円 

（２）柔道整復学科 夜間部 

入学検定料       ２０，０００円 

入学金        ２００，０００円 

授業料（年額）  １，２５０，０００円 

設備費（年額）    １００，０００円 

実習費（年額）     ５０，０００円 

システム利用費（年額）１５０，０００円 

（３）鍼灸学科 昼間部 

入学検定料       ２０，０００円 

入学金        ２００，０００円 

授業料（年額）  １，２５０，０００円 

設備費（年額）    １００，０００円 

実習費（年額）     ５０，０００円 

システム利用費（年額）１５０，０００円 



（４）鍼灸学科 夜間部 

入学検定料       ２０，０００円 

入学金        ２００，０００円 

授業料（年額）  １，２５０，０００円 

設備費（年額）    １００，０００円 

実習費（年額）     ５０，０００円 

システム利用費（年額）１５０，０００円 

  留年及び復学時については、当該年次の授業料、設備費、実習費に準ずる。 

 

２ 納付金は第１項に掲げる学生納付金以外徴収しないものとする。 

（納入金及び納入の特例） 

第２５条 学生がその在籍中は、出席の有無にかかわらず、授業料、設備費、実習費を所

定の期日までに納入しなければならない。 

２ 学生が休学したときは、前項の規定にかかわらず、休学期間中の授業料、設備費、実

習費を一部免除することがある。 

３ 特別の理由がある場合には、別に定めるところにより、授業料、設備費、実習費の全

部又は一部を減免することがある。 

 

（滞納） 

第２６条 正当な理由がなく、かつ、所定の手続きを行わずに授業料、設備費、実習費を

６ヶ月以上滞納したとき、除籍とする。 

 

（納入金の還付） 

第２７条 既に納入した授業料、設備費、実習費、入学金、入学検定料は、原則として返

還しない。ただし、３月３１日までに入学を辞退した者については、入学金、入学検定

料を除き返還する。 

 

（健康診断） 

第２８条 健康診断は、毎年１回、別に定めるところにより、実施する。 

    

   附 則 

この学則は、平成１５年４月１日から施行される。 

この学則の施行に関し、必要な事項は、校長が定める。 

附 則 

１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成１７年３月９日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ この学則は、平成１８年度入学生より適用する。 



 附 則 

１ この学則は、平成１８年１０月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ この学則は、平成２１年度入学生より適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成２１年１０月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２. 改正後の第８条に規定する柔道整復学科昼間部・夜間部の教育課程・授業時数は、平

成２５年度入学者から適用し、平成２４年度以前の入学者については、なお従前の例に

よる。 

附 則 

１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２. 改正後の第８条に規定する教育課程・授業時数は、平成２７年度入学者から適用し、

平成２６年度以前の入学者については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成 30年 4 月 1 日から施行される。 

２ 改正後の第 3章に規定する教育課程・授業時間及び第 6章に規定する授業料等は、平

成 30 年度入学者から適用し、平成 29年度以前の入学者については、なお従前の例によ

る。 

附 則 

１ この学則は、令和 3 年 4 月 1 日から施行される。 

２ 改正後の第 6章に規定する入学検定料は、令和 4 年度入学者から適用し、令和 3年度

以前の入学者については、なお従前の例による。 

３ 改正後の第３章 第 8 条に規定する教育課程について、（１）は令和２年度入学者の

みへ適用し、（２）は令和３年度以降の入学者へ適用する。令和元年度以前の入学者に

ついては、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行される。 

２ 改正後の第３章第８条に規定する教育課程について、（１）は令和２年度入学者のみ適

用し、（２）は令和３年度入学者のみ適用し、（３）は令和４年度以降の入学者へ適用す

る。 

附 則 



１ この学則は、令和４年９月１日から施行される。 

別表（１） 

別表（２） 

別表（３） 

別表（４） 

附 則 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行される。 

別表（１） 

別表（２） 

別表（３） 

別表（オンデマンド型授業） 

附 則 

１ この学則は、令和６年４月１日から施行される。 

別表 

別表（オンデマンド型授業） 

附 則 

１ この学則は、令和７年４月１日から施行される。 

２ 改正後の第３章第８条に規定する教育課程について、（１）は令和６年度以前の入学者

へ適用し、（２）は令和７年度以降の入学者へ適用する。 

別表 

別表（オンデマンド型授業） 

附 則 

１ この学則は、令和８年４月１日から施行される。 

 



単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数

科学的思考の基盤 必修 人体のしくみ 1 講義 2 42 2 42

人間と生活　（14）　 必修 人体のしくみ 2 講義 2 42 2 42

必修 スポーツと栄養 講義 2 42 2 42

必修 人体のはたらき 講義 2 42 2 42

必修 病気の成り立ち 講義 2 42 2 42

必修 ケガとこころ 講義 2 42 2 42

必修 スポーツとケガ 実技 1 42 1 42

必修 スポーツとからだ 実技 1 42 1 42

10 210 4 126 0 0 14 336

人体の構造と機能（１５）　 必修 解剖学 １ 講義 2 42 2 42

必修 解剖学 ２ 講義 2 42 2 42

必修 生理学 １ 講義 2 42 2 42

必修 生理学 ２ 講義 2 42 2 42

必修 生理学 ３ 講義 2 42 2 42

必修 生理学 ４ 講義 1 22 1 22

必修 運動学 １ 講義 2 42 2 42

必修 運動学 ２ 講義 2 42 2 42

疾病と障害（１１）　 必修 一般臨床医学 １ 講義 2 42 2 42

必修 一般臨床医学 ２ 講義 2 42 2 42

必修 リハビリテーション １ 講義 1 20 1 20

必修 リハビリテーション ２ 講義 2 40 2 40

必修 外科学 講義 2 42 2 42

必修 整形外科学 講義 2 42 2 42

柔道整復術の適応（2）　 必修 運動器の診断 講義 2 40 2 40

保健医療福祉と 必修 柔道 実技 1 42 1 42

柔道整復の理念（８）　 必修 衛生学・公衆衛生学 講義 2 40 2 40

必修 医学教養 講義 1 20 1 20

必修 関係法規 1 講義 2 40 2 40

必修 関係法規 2 講義 2 40 2 40

社会保障制度　（1）　 必修 社会保障制度 講義 1 20 1 20

8 168 17 378 12 240 37 786

基礎柔道整復学（１０）　 必修 基礎柔道整復学 1 講義 2 42 2 42

必修 基礎柔道整復学 2 講義 2 42 2 42

必修 基礎柔道整復学 3 講義 2 42 2 42

必修 基礎柔道整復学 4 講義 2 42 2 42

必修 基礎柔道整復学 5 講義 2 42 2 42

臨床柔道整復学（１７）　 必修 柔道整復学 1 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 2 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 3 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 4 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 5 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 6 講義 1 20 1 20

必修 柔道整復学 7 講義 1 22 1 22

必修 臨床総合柔道整復学 １ 講義 1 20 1 20

必修 臨床総合柔道整復学 ２ 講義 1 36 1 36

必修 臨床総合柔道整復学 ３ 講義 3 64 3 64

必修 臨床総合柔道整復学 ４ 講義 8 170 8 170

柔道整復実技（１７）　 必修 スポーツコンディショニング 1 実技 1 42 1 42

必修 スポーツコンディショニング２ 実技 1 42 1 42

必修 包帯固定学 実技 1 42 1 42

必修 外傷予防１ 実技 1 42 1 42

必修 外傷予防２ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 １ 実技 1 42 1 42

必修 柔道整復実技 ２ 実技 1 42 1 42

必修 柔道整復実技 ３ 実技 1 42 1 42

必修 柔道整復実技 ４ 実技 1 42 1 42

必修 柔道整復実技 ５ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 ６ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 ７ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 ８ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 ９ 実技 1 40 1 40

必修 スポーツ障害の予防と対応 実技 1 40 1 40

必修 実践手技実技 実技 2 80 2 80

臨床実習（４） 必修 臨床実習 1 実習 2 90 2 90

必修 臨床実習 2 実習 2 90 2 90

21 572 15 462 20 594 56 1628

39 950 36 966 32 834 107 2750

教育内容（必要単位数） 必/選 科目名 方法
１学年 ２学年 ３学年 計

学則別表（令和７年４月１日より施行／令和７年度以降の入学者へ適用）　柔道整復学科　昼間部

専門分野小計

総合計

基

礎

分

野

基礎分野小計　　

専

門

基

礎

分

野

専門基礎分野小計

専

門

分

野



単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数

科学的思考の基盤 必修 人体のしくみ 1 講義 2 42 2 42

人間と生活　（14）　 必修 人体のしくみ 2 講義 2 42 2 42

必修 ヘルスケアと栄養 講義 2 42 2 42

必修 人体のはたらき 講義 2 42 2 42

必修 病気の成り立ち 講義 2 42 2 42

必修 ケガとこころ 講義 2 42 2 42

必修 スポーツとケガ 実技 1 42 1 42

必修 スポーツとからだ 実技 1 42 1 42

10 210 4 126 0 0 14 336

人体の構造と機能（１５）　 必修 解剖学 １ 講義 2 42 2 42

必修 解剖学 ２ 講義 2 42 2 42

必修 生理学 １ 講義 2 42 2 42

必修 生理学 ２ 講義 2 42 2 42

必修 生理学 ３ 講義 2 42 2 42

必修 生理学 ４ 講義 1 22 1 22

必修 運動学 １ 講義 2 42 2 42

必修 運動学 ２ 講義 2 42 2 42

疾病と障害（１１）　 必修 一般臨床医学 １ 講義 2 42 2 42

必修 一般臨床医学 ２ 講義 2 42 2 42

必修 リハビリテーション １ 講義 1 20 1 20

必修 リハビリテーション ２ 講義 2 40 2 40

必修 外科学 講義 2 42 2 42

必修 整形外科学 講義 2 42 2 42

柔道整復術の適応（2）　 必修 運動器の診断 講義 2 40 2 40

保健医療福祉と 必修 柔道 実技 1 42 1 42

柔道整復の理念（８）　 必修 衛生学・公衆衛生学 講義 2 40 2 40

必修 医学教養 講義 1 20 1 20

必修 関係法規 1 講義 2 40 2 40

必修 関係法規 2 講義 2 40 2 40

社会保障制度　（1）　 必修 社会保障制度 講義 1 20 1 20

8 168 17 378 12 240 37 786

基礎柔道整復学（１０）　 必修 基礎柔道整復学 1 講義 2 42 2 42

必修 基礎柔道整復学 2 講義 2 42 2 42

必修 基礎柔道整復学 3 講義 2 42 2 42

必修 基礎柔道整復学 4 講義 2 42 2 42

必修 基礎柔道整復学 5 講義 2 42 2 42

臨床柔道整復学（１７）　 必修 柔道整復学 1 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 2 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 3 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 4 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 5 講義 2 42 2 42

必修 柔道整復学 6 講義 1 20 1 20

必修 柔道整復学 7 講義 1 22 1 22

必修 臨床総合柔道整復学 １ 講義 1 20 1 20

必修 臨床総合柔道整復学 ２ 講義 1 36 1 36

必修 臨床総合柔道整復学 ３ 講義 3 64 3 64

必修 臨床総合柔道整復学 ４ 講義 8 170 8 170

柔道整復実技（１７）　 必修 スポーツコンディショニング 1 実技 1 42 1 42

必修 スポーツコンディショニング２ 実技 1 42 1 42

必修 包帯固定学 実技 1 42 1 42

必修 外傷予防１ 実技 1 42 1 42

必修 外傷予防２ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 １ 実技 1 42 1 42

必修 柔道整復実技 ２ 実技 1 42 1 42

必修 柔道整復実技 ３ 実技 1 42 1 42

必修 柔道整復実技 ４ 実技 1 42 1 42

必修 柔道整復実技 ５ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 ６ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 ７ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 ８ 実技 1 40 1 40

必修 柔道整復実技 ９ 実技 1 40 1 40

必修 スポーツ障害の予防と対応 実技 1 40 1 40

必修 実践手技実技 実技 2 80 2 80

臨床実習（４） 必修 臨床実習 1 実習 2 90 2 90

必修 臨床実習 2 実習 2 90 2 90

21 572 15 462 20 594 56 1628

39 950 36 966 32 834 107 2750

学則別表（令和７年４月１日より施行／令和７年度以降の入学者へ適用）　柔道整復学科　夜間部

基

礎

分

野

３学年 計
教育内容（必要単位数） 必/選 科目名 方法

１学年 ２学年

総合計

基礎分野小計　　

専

門

基

礎

分

野

専門基礎分野小計

専

門

分

野

専門分野小計



単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数

生命科学１ 必修 講義 2 40 2 40
生命科学２ 必修 講義 2 40 2 40
生命科学３ 必修 講義 2 40 2 40
栄養学 必修 講義 2 40 2 40
心理学・コミュニケーション 必修 講義 2 40 2 40
スポーツ科学 必修 講義 1 20 1 20
東洋医学思想 必修 講義 1 20 1 20
漢方 必修 講義 2 40 2 40

12 240 2 40 0 0 14 280
解剖学１ 必修 講義 2 40 2 40
解剖学２ 必修 講義 2 40 2 40
解剖学３ 必修 講義 2 40 2 40
解剖学４ 必修 講義 2 40 2 40
生理学１ 必修 講義 2 40 2 40
生理学２ 必修 講義 2 40 2 40
運動学 必修 講義 1 20 1 20

12 240 0 0 1 20 13 260
臨床医学総論 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論１ 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論２ 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論３ 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論４ 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論５ 必修 講義 2 40 2 40
リハビリテーション医学 必修 講義 2 40 2 40
病理学 必修 講義 2 40 2 40
衛生学・公衆衛生学 必修 講義 2 40 2 40

0 0 10 200 8 160 18 360
社会保障制度と職業倫理 必修 講義 1 20 1 20
医療概論・関係法規 必修 講義 2 40 2 40

0 0 1 20 2 40 3 60
12 240 11 220 11 220 34 680

東洋医学概論１ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学概論２ 必修 講義 2 40 2 40

経絡経穴概論１ 必修 講義 2 40 2 40

経絡経穴概論２ 必修 講義 2 40 2 40

はりきゅう理論 必修 講義 2 40 2 40

8 160 0 0 2 40 10 200

生態観察 必修 講義 2 40 2 40

経絡学・経穴学 必修 講義 2 40 2 40

中医弁証 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論１ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論２ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論３ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論４ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論５ 必修 講義 2 40 2 40

0 0 10 200 6 120 16 320

社会はりきゅう学（2） 社会はりきゅう学 必修 講義 2 40 2 40

0 0 0 0 2 40 2 40

はり基礎実技 必修 実技 2 80 2 80

きゅう基礎実技 必修 実技 2 80 2 80

触察実技 必修 実技 2 80 2 80

中国鍼灸実技 必修 実技 2 80 2 80

美容鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

診察治療実習 必修 実技 2 80 2 80

日本鍼灸実技１ 必修 実技 1 40 1 40

日本鍼灸実技２ 必修 実技 1 40 1 40

婦人鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

小児・高齢者鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

現代鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

スポーツ鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

6 240 7 280 4 160 17 680

臨床実習１ 必修 実習 1 45 1 45

臨床実習２ 必修 実習 1 45 1 45

臨床実習３ 必修 実習 1 45 1 45

臨床実習４ 必修 実習 1 45 1 45

0 0 2 90 2 90 4 180

総合演習１ 必修 演習 2 30 2 30

総合演習２ 必修 演習 1 20 1 20

総合演習３ 必修 演習 2 30 2 30

総合演習４　 必修 演習 1 20 1 20

総合演習５ 必修 演習 2 40 2 40

総合演習６ 必修 演習 2 40 2 40

総合演習７ 必修 演習 2 40 2 40

総合演習８ 必修 演習 2 55 2 55

3 50 3 50 8 175 14 275

17 450 22 620 24 625 63 1695

41 930 35 880 35 845 111 2655総合計

小計

臨床実習

（4）

小計

総合領域

（10）

小計

専門分野計

保健医療福祉と

はり及びきゅうの理念
小計

専門基礎分野小計

専

門

分

野

基礎はり学・

基礎きゅう学

（9）

小計

臨床はり学・

臨床きゅう学

（13）

小計

小計

実習

（15）

専

門

基

礎

分

野

人体の構造と機能

（12）

小計

疾病の成り立ち、

予防及び回復の促進

（12）

小計

3　年 合　計

基

礎

分

野

科学的思考の基盤・

人間と生活

（14）

基礎分野小計

教育課程 科目名 必修/選択
授業

形式

1　年 2　年

学則別表（令和７年４月１日より施行／令和７年度以降の入学者へ適用）　鍼灸学科　昼間部



単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数

生命科学１ 必修 講義 2 40 2 40
生命科学２ 必修 講義 2 40 2 40
生命科学３ 必修 講義 2 40 2 40
栄養学 必修 講義 2 40 2 40
心理学・コミュニケーション 必修 講義 2 40 2 40
スポーツ科学 必修 講義 1 20 1 20
東洋医学思想 必修 講義 1 20 1 20
漢方 必修 講義 2 40 2 40

12 240 2 40 0 0 14 280
解剖学１ 必修 講義 2 40 2 40
解剖学２ 必修 講義 2 40 2 40
解剖学３ 必修 講義 2 40 2 40
解剖学４ 必修 講義 2 40 2 40
生理学１ 必修 講義 2 40 2 40
生理学２ 必修 講義 2 40 2 40
運動学 必修 講義 1 20 1 20

12 240 0 0 1 20 13 260
臨床医学総論 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論１ 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論２ 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論３ 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論４ 必修 講義 2 40 2 40
臨床医学各論５ 必修 講義 2 40 2 40
リハビリテーション医学 必修 講義 2 40 2 40
病理学 必修 講義 2 40 2 40
衛生学・公衆衛生学 必修 講義 2 40 2 40

0 0 10 200 8 160 18 360
社会保障制度と職業倫理 必修 講義 1 20 1 20
医療概論・関係法規 必修 講義 2 40 2 40

0 0 1 20 2 40 3 60
12 240 11 220 11 220 34 680

東洋医学概論１ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学概論２ 必修 講義 2 40 2 40

経絡経穴概論１ 必修 講義 2 40 2 40

経絡経穴概論２ 必修 講義 2 40 2 40

はりきゅう理論 必修 講義 2 40 2 40

8 160 0 0 2 40 10 200

生態観察 必修 講義 2 40 2 40

経絡学・経穴学 必修 講義 2 40 2 40

中医弁証 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論１ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論２ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論３ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論４ 必修 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論５ 必修 講義 2 40 2 40

0 0 10 200 6 120 16 320

社会はりきゅう学（2） 社会はりきゅう学 必修 講義 2 40 2 40

0 0 0 0 2 40 2 40

はり基礎実技 必修 実技 2 80 2 80

きゅう基礎実技 必修 実技 2 80 2 80

触察実技 必修 実技 2 80 2 80

中国鍼灸実技 必修 実技 2 80 2 80

美容鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

診察治療実習 必修 実技 2 80 2 80

日本鍼灸実技１ 必修 実技 1 40 1 40

日本鍼灸実技２ 必修 実技 1 40 1 40

婦人鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

小児・高齢者鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

現代鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

スポーツ鍼灸実技 必修 実技 1 40 1 40

6 240 7 280 4 160 17 680

臨床実習１ 必修 実習 1 45 1 45

臨床実習２ 必修 実習 1 45 1 45

臨床実習３ 必修 実習 1 45 1 45

臨床実習４ 必修 実習 1 45 1 45

0 0 2 90 2 90 4 180

総合演習１ 必修 演習 2 30 2 30

総合演習２ 必修 演習 1 20 1 20

総合演習３ 必修 演習 2 30 2 30

総合演習４　 必修 演習 1 20 1 20

総合演習５ 必修 演習 2 40 2 40

総合演習６ 必修 演習 2 40 2 40

総合演習７ 必修 演習 2 40 2 40

総合演習８ 必修 演習 2 55 2 55

3 50 3 50 8 175 14 275

17 450 22 620 24 625 63 1695

41 930 35 880 35 845 111 2655総合計

総合領域

（10）

小計

専門分野計

小計

臨床実習

（4）

小計

専門基礎分野小計

専

門

分

野

基礎はり学・

基礎きゅう学

（9）

小計

臨床はり学・

臨床きゅう学

（13）

小計

小計

実習

（15）

専

門

基

礎

分

野

人体の構造と機能

（12）

小計

疾病の成り立ち、

予防及び回復の促進

（12）

小計
保健医療福祉と

はり及びきゅうの理念
小計

教育課程 科目名

基礎分野小計

基

礎

分

野

科学的思考の基盤・

人間と生活

（14）

3　年 合　計
必修/選択

授業

形式

1　年 2　年

学則別表（令和７年４月１日より施行／令和７年度以降の入学者へ適用）　鍼灸学科　夜間部



単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数

人体のしくみ 1 講義 2 42 2 42

人体のしくみ 2 講義 2 42 2 42

スポーツと栄養 講義 2 42 2 42

人体のはたらき 講義 2 42 2 42

病気の成り立ち 講義 2 42 2 42

ケガとこころ 講義 2 42 2 42

解剖学 １ 講義 2 42 2 42

解剖学 ２ 講義 2 42 2 42

生理学 １ 講義 2 42 2 42

生理学 ２ 講義 2 42 2 42

生理学 ３ 講義 2 42 2 42

生理学 ４ 講義 1 22 1 22

運動学 １ 講義 2 42 2 42

運動学 ２ 講義 2 42 2 42

一般臨床医学 １ 講義 2 42 2 42

一般臨床医学 ２ 講義 2 42 2 42

リハビリテーション １ 講義 1 20 1 20

リハビリテーション ２ 講義 2 40 2 40

外科学 講義 2 42 2 42

整形外科学 講義 2 42 2 42

運動器の診断 講義 2 40 2 40

衛生学・公衆衛生学 講義 2 40 2 40

医学教養 講義 1 20 1 20

関係法規 1 講義 2 40 2 40

関係法規 2 講義 2 40 2 40

社会保障制度 講義 1 20 1 20

基礎柔道整復学 1 講義 2 42 2 42

基礎柔道整復学 2 講義 2 42 2 42

基礎柔道整復学 3 講義 2 42 2 42

基礎柔道整復学 4 講義 2 42 2 42

基礎柔道整復学 5 講義 2 42 2 42

柔道整復学 1 講義 2 42 2 42

柔道整復学 2 講義 2 42 2 42

柔道整復学 3 講義 2 42 2 42

柔道整復学 4 講義 2 42 2 42

柔道整復学 5 講義 2 42 2 42

柔道整復学 6 講義 1 20 1 20

柔道整復学 7 講義 1 22 1 22

臨床総合柔道整復学 １ 講義 1 20 1 20

臨床総合柔道整復学 ２ 講義 1 36 1 36

臨床総合柔道整復学 ３ 講義 3 64 3 64

臨床総合柔道整復学 ４ 講義 8 170 8 170

（別表）オンデマンド授業科目

柔道整復学科　昼間部

専

門

分

野

専

門

基

礎

分

野

基

礎

分

野

３学年 計
分野 科目名 方法

１学年 ２学年



単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数

人体のしくみ 1 講義 2 42 2 42

人体のしくみ 2 講義 2 42 2 42

ヘルスケアと栄養 講義 2 42 2 42

人体のはたらき 講義 2 42 2 42

病気の成り立ち 講義 2 42 2 42

ケガとこころ 講義 2 42 2 42

解剖学 １ 講義 2 42 2 42

解剖学 ２ 講義 2 42 2 42

生理学 １ 講義 2 42 2 42

生理学 ２ 講義 2 42 2 42

生理学 ３ 講義 2 42 2 42

生理学 ４ 講義 1 22 1 22

運動学 １ 講義 2 42 2 42

運動学 ２ 講義 2 42 2 42

一般臨床医学 １ 講義 2 42 2 42

一般臨床医学 ２ 講義 2 42 2 42

リハビリテーション １ 講義 1 20 1 20

リハビリテーション ２ 講義 2 40 2 40

外科学 講義 2 42 2 42

整形外科学 講義 2 42 2 42

運動器の診断 講義 2 40 2 40

衛生学・公衆衛生学 講義 2 40 2 40

医学教養 講義 1 20 1 20

関係法規 1 講義 2 40 2 40

関係法規 2 講義 2 40 2 40

社会保障制度 講義 1 20 1 20

基礎柔道整復学 1 講義 2 42 2 42

基礎柔道整復学 2 講義 2 42 2 42

基礎柔道整復学 3 講義 2 42 2 42

基礎柔道整復学 4 講義 2 42 2 42

基礎柔道整復学 5 講義 2 42 2 42

柔道整復学 1 講義 2 42 2 42

柔道整復学 2 講義 2 42 2 42

柔道整復学 3 講義 2 42 2 42

柔道整復学 4 講義 2 42 2 42

柔道整復学 5 講義 2 42 2 42

柔道整復学 6 講義 1 20 1 20

柔道整復学 7 講義 1 22 1 22

臨床総合柔道整復学 １ 講義 1 20 1 20

臨床総合柔道整復学 ２ 講義 1 36 1 36

臨床総合柔道整復学 ３ 講義 3 64 3 64

臨床総合柔道整復学 ４ 講義 8 170 8 170

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

専

門

分

野

（別表）オンデマンド授業科目

柔道整復学科　夜間部

分野 科目名 方法
１学年 ２学年 ３学年 計



単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数

生命科学１ 講義 2 40 2 40

生命科学２ 講義 2 40 2 40

生命科学３ 講義 2 40 2 40

栄養学 講義 2 40 2 40

心理学・コミュニケーション 講義 2 40 2 40

スポーツ科学 講義 1 20 1 20

東洋医学思想 講義 1 20 1 20

漢方 講義 2 40 2 40

解剖学１ 講義 2 40 2 40

解剖学２ 講義 2 40 2 40

解剖学３ 講義 2 40 2 40

解剖学４ 講義 2 40 2 40

生理学１ 講義 2 40 2 40

生理学２ 講義 2 40 2 40

運動学 講義 1 20 1 20

臨床医学総論 講義 2 40 2 40

臨床医学各論１ 講義 2 40 2 40

臨床医学各論２ 講義 2 40 2 40

臨床医学各論３ 講義 2 40 2 40

臨床医学各論４ 講義 2 40 2 40

臨床医学各論５ 講義 2 40 2 40

リハビリテーション医学 講義 2 40 2 40

病理学 講義 2 40 2 40

衛生学・公衆衛生学 講義 2 40 2 40

社会保障制度と職業倫理 講義 1 20 1 20

医療概論・関係法規 講義 2 40 2 40

東洋医学概論１ 講義 2 40 2 40

東洋医学概論２ 講義 2 40 2 40

経絡経穴概論１ 講義 2 40 2 40

経絡経穴概論２ 講義 2 40 2 40

はりきゅう理論 講義 2 40 2 40

生態観察 講義 2 40 2 40

経絡学・経穴学 講義 2 40 2 40

中医弁証 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論１ 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論２ 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論３ 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論４ 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論５ 講義 2 40 2 40

社会はりきゅう学 講義 2 40 2 40

総合演習１ 講義 2 30 2 30

総合演習２ 講義 1 20 1 20

総合演習３ 講義 2 30 2 30

総合演習４　 講義 1 20 1 20

総合演習５ 講義 2 40 2 40

総合演習６ 講義 2 40 2 40

総合演習７ 講義 2 40 2 40

総合演習８ 講義 2 55 2 55

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

専

門

分

野

総

合
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（別表）オンデマンド授業科目

鍼灸学科　昼間部

分野 科目名 方法
１学年 ２学年 ３学年 計



単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数 単位 時間数

生命科学１ 講義 2 40 2 40

生命科学２ 講義 2 40 2 40

生命科学３ 講義 2 40 2 40

栄養学 講義 2 40 2 40

心理学・コミュニケーション 講義 2 40 2 40

スポーツ科学 講義 1 20 1 20

東洋医学思想 講義 1 20 1 20

漢方 講義 2 40 2 40

解剖学１ 講義 2 40 2 40

解剖学２ 講義 2 40 2 40

解剖学３ 講義 2 40 2 40

解剖学４ 講義 2 40 2 40

生理学１ 講義 2 40 2 40

生理学２ 講義 2 40 2 40

運動学 講義 1 20 1 20

臨床医学総論 講義 2 40 2 40

臨床医学各論１ 講義 2 40 2 40

臨床医学各論２ 講義 2 40 2 40

臨床医学各論３ 講義 2 40 2 40

臨床医学各論４ 講義 2 40 2 40

臨床医学各論５ 講義 2 40 2 40

リハビリテーション医学 講義 2 40 2 40

病理学 講義 2 40 2 40

衛生学・公衆衛生学 講義 2 40 2 40

社会保障制度と職業倫理 講義 1 20 1 20

医療概論・関係法規 講義 2 40 2 40

東洋医学概論１ 講義 2 40 2 40

東洋医学概論２ 講義 2 40 2 40

経絡経穴概論１ 講義 2 40 2 40

経絡経穴概論２ 講義 2 40 2 40

はりきゅう理論 講義 2 40 2 40

生態観察 講義 2 40 2 40

経絡学・経穴学 講義 2 40 2 40

中医弁証 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論１ 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論２ 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論３ 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論４ 講義 2 40 2 40

東洋医学臨床論５ 講義 2 40 2 40

社会はりきゅう学 講義 2 40 2 40

総合演習１ 講義 2 30 2 30

総合演習２ 講義 1 20 1 20

総合演習３ 講義 2 30 2 30

総合演習４　 講義 1 20 1 20

総合演習５ 講義 2 40 2 40

総合演習６ 講義 2 40 2 40

総合演習７ 講義 2 40 2 40

総合演習８ 講義 2 55 2 55

基

礎

分

野

専

門

基

礎

分

野

専

門

分

野
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合

領

域

（別表）オンデマンド授業科目

鍼灸学科　夜間部

分野 科目名 方法
１学年 ２学年 ３学年 計


